
No ページ 条番号 大項目 項目名 質問内容 回答

1 3 第4条 2 設計図書

各暦月における設計業務の進捗に関する報告書の提出期限が翌月の7日までとなっ

ていますが、営業日数が少ない場合は書類作成が困難となるため提出期日を「翌

月開庁日7日まで」としていただくことは可能でしょうか。

ご意見のとおり、提出期日を「翌月の第7開庁日まで」と修正し、修正版

を令和７年10月上旬にホームページに掲載します。

2 10 第16条 2、3 現場代理人の常駐

本条2項に「現場代理人は、本設計工事請負契約の履行に関し、工事現場に常駐

し」と記載があり、3項には常駐緩和の記載があります。本条文に照らし、設計及

び工場製作期間における現場への常駐は不要との認識でよろしいでしょうか。ま

た、「設計期間及び工場製作期間」と「現場従事期間」で別の人員を配置しても

よい、という理解でよろしいでしょうか。

設計及び工場製作期間における現場への常駐は不要となります。

「設計期間及び工場製作期間」と「現場従事期間」は、現場代理人は同一

の方を配置してください。

3 15 第25条 ４ 条件変更等
本文に「…第1項各号に揚げる事実が…」と誤字がありますので、ご修正いただけ

ますでしょうか。
修正し、修正版を令和７年10月上旬にホームページに掲載します。

4 20 第37条 1 不可抗力による損害

本項の「不可抗力」には新型感染症の流行や第三者によるサイバー攻撃も含まれ

ると理解してよろしいでしょうか。また、天災だけが該当するわけではなく、第

三者による放火、窃盗や毀損行為も当該不可抗力に該当すると理解してよろしい

でしょうか。

個別の事案については双方協議するものですが、基本的には業務を継続す

るために最大限の準備、必要な策は講じていただき、双方の責めに帰すこ

とのできない事由が対象とになります。
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